
平成 27 年度 第 7回運営委員会議事録 

 

■ 日  時  ： 平成 28 年 1月 19 日（火） 18：00～20：00 

■ 場  所  ： サプリ村野 環境保全研修室 

■ 出席者  ： 井上、末岡、竹島、田中靖、丸井、宮村、 

■ 欠席者  ： 伊丹、田中晃、豊高、大倉（枚方市） 

■ 議  長  ： 進藤、        ■議事録作成 ： 事務局 

■ 配布資料  

・ 平成 27 年度 第 8、9回まちづくり部会議事録第 

・ 平成 27 年度 第 6、7回環境教育サポート部会議事録  

・ 「ひらかたし交通まちづくりワークショップの開催」（公共交通部会） 

・ 平成 27 年度 第 7回自然エネルギー部会報告書 

・ 平成 27 年度 第 8、9 、10 回地球温暖化対策推進チームミーティング議事録 

・ エコフォーラム会場配置 

 

  （１）事務局報告 

    ○温暖化防止対策推進チームミーティング報告 

・温暖化防止の取り組みを周囲に進めてくださっている方に認定制度を設けることとし 

た。名称は「エコライフ推進サポーター」とする。 

・一年間取り組んでくださった方を「エコライフ市民」として登録できないか検討する。 

・次年度から「ゴミ減量」に取り組んでいく。まず初めに、行政と話し合いの場をもつ。 

＜質問・意見＞ 

・認定書は、小さくてもかっこよく、玄関に飾れるようにしてほしい。 

→携帯用とあわせて検討する。 

・認定書発行元を枚方市と連盟にできないか 

→検討中。 

 

（２）部会報告                                  

①まちづくり部会 

議事録のとおり。 

＜質問・意見＞ 

・マップの進捗状況は？ 

→「残したいところ」の意見を皆で出し合い、現在、上原さんがそれを地図にまとめ

ている。 

 

②教育サポート部会 

    議事録のとおり。 

＜質問・意見＞ 

部会ミーティングの議事録を読んでも、どんな意見が出てどういう話し合いが行われ

たのかがわからない。そういう事がわかるような議事録にしてほしい。 

→徐々にそういうものにしていく 



③公共交通部会 

 枚方市が「交通総合計画」の策定するにあたり、ワークショップを開催する。現在参

加者を広く募集している。当法人からは、鎌田さんが出席する予定である。ワークショ

ップ後も本気で啓発活動をしていくという気持ちのある方に参加してほしい。新しいモ

ビリティマネジメントを推進していきたい。 

  

④自然エネルギー部会 

 28年度の事業について話し合った。鹿取さんから小水力を新たに作りたいという意見

がでたので、検討していく。 

 ＜質問・意見＞ 

・我々の活動は、作ることが目的ではない。何のためにつくるのか、目的を明確にする

ことが必要だと思う。 

・自然エネルギーを推進するためのシンボルとして活用するなら、せせらぎ水路や岡東

中央公園など、市民の目につくところに設置できるよう、行政と協議してはどうか。 

→落差と水量が必要である。学校なども含め、設置可能な場所を検討していく。 

 

２．協議事項                             

（１）2015 年度エコフォーラムについて 

前日は午前中にパネル設営などの作業があるので協力をお願いしたい。 

当日は、例年のように、部会ごとに担当してほしい。 

→受付：公共交通部会、試食：自然エネルギー部会、自転車発電・エコドライブ： 

教育サポート部会、ネットワークブース展示：まちづくり部会 

 

（２）経営プラン 

前回話したように市からの要望があったため、大幅に加筆し提出した。今後修正依頼の

可能性がある。啓発活動の評価指標を明確にするのが難しいため、事業の計画を書くのは

むつかしい。収支に対する計画も、収益事業が難しいため、書くのは困難である。 

＜質問・意見＞ 

行政に対し、収益で成功しているところがあるか質問すればよい。ないのであれば、「全

国にそういう事例はない」と書くのも一手である。 

事業計画を作成するためには、環境基本計画自体に評価基準の設定が必要である。 

 

（３）ゴミ減量啓発事業について 

現在、枚方市にとって、ゴミ減量はひっ迫する課題である。ゴミ減量に取り組みはじ

め、最初は順調に減っていたが、最近は、なかなか減っていない。何がネックとなってい

るのか、行政指導のどこに課題があるのか、市民目線の意見を行政に伝え、ともに解決策

を模索していくため、まずは行政との話し合いの場をもち、当団体の取り組み目標や指標

をもつことが必要であると考えている。 

例えば、「分別が不十分で「かざぐるま」から戻されるゴミを減らす」など、成果が表れ

やすい目標が必要である。 

  ＜質問・意見＞ 

ゴミ減量事業についての予算はどうなっているか。 

→次年度は市からの新たな予算はつかない。 



 

（４）総会に向けて今後の日程 

２月２３日（火） 運営委員会 

３月２５日（金） 事業報告書・事業計画書 提出締め切り 

３月３１日（木） 運営委員会 全体の事業報告書・予算等を検討する。 

４月２１日（木） 運営委員会 理事会議案書の確認 

４月 28日（木）  理事会議案書発送 

５月 12日（木）  理事会 11：00～12：30 

６月  ４日（土） 総会 13：30～ 

 

次回運営委員会 

日 時：2016 年２月 23 日（火） 18：00～20：00  

場 所：サプリ村野 環境保全研修室  

  

 

 

 

  

 

 


